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（テレタイムディーコム）
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はじめに

テレタイムD’COMは、自社で就業管理システムを開発されたお客様など、
クロノスPerformanceを使用されないお客様にご提供するソフトです。

テレタイムD’COMは、弊社のタイムレコーダーと通信する事で、出勤時刻・
退勤時刻・事由などの打刻データの収集や、収集した打刻データの出力を
する事が可能なソフトウェアです。

テレタイムD'COMを利用することで、クロノスPerformanceの導入はせず、
テレタイムをご利用いただけます。
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テレタイムD‘COM 運用概要図

テレタイムD’COMは自社開発・販売している、タイムレコーダーと通信し、

指定のフォルダへＣＳＶファイルを出力する事が可能なソフトです。

※テレタイム通信ソフトと同じフォーマットで出力します。

※日付をたんぽぽと互換性のある形式で出力する事も可能です。

通信 出力

タイムレコーダー テレタイムD‘COM 連携ソフト
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テレタイムD’COM 動作環境

実行環境プラットフォーム

.NET Framework 4.6

対応OS

• Windows10 Pro/8.1 Pro/Enterprise ※RT 除く

• Windows7 Professional/Enterprise/Ultimate
• Windows Server® 2008 R2/2008 SP2以降（ 以降 32/64bit対応 ）

• Windows Server® 2012 /R2/2016

対応データベース SQL Server

2017/2016/2014/2012/2008 R2/2008

※バンドルされるSQLは、SQL Server 2014 Express ED です。



P- 04

テレタイムD’COM ご利用環境

ご利用マシン ： PC1台にインストールして使用1
※サーバーにインストール可

D’COM起動者 ： 複数名登録可2
※ただし、複数名同時起動は不可

スタンドアロンでの運用のみ可3
※テレタイムD’COM（ソフト）とDBがそれぞれ、別々のマシンに存在する場合での運用は不可

登録人数は50人・100人・300人・500人・1,000人・2,000人4
※ライセンスは登録人数で制限しております

※2,000人以上の登録は不可
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テレタイムD’COM 出力ファイル形式

ファイル名

tmrcd.txt

出力ファイル形式

年月日,時刻,IDコード,区分コード（上位）,区分コード（下位）,接続先コード,
打刻区分コード

※ファイル名固定

20181207,1002,11,0,1,0,0

2018年12月7日 10時2分 IDコード11番の従業員が、出勤（001）打刻を接続先0番の
タイムレコーダーで打刻したという履歴

例
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tmrcd.txt フォーマット詳細

ファイルフォーマット

区分コード一覧 ※コード例として一部記載

参考

名称 内容

ファイル名 tmrcd.txt (ファイル名固定)

形式 テキストファイル

値 NULL または、数値のみ

区切文字 カンマ (フィールドは可変長)

改行文字 CRLF (改行文字必須)

区分コード コード分類 区分

001 入打刻 出勤

004 再入

022 再入1

024 再入2

026 再入3

028 再入4

030 再入5

032 再入6

区分コード コード分類 区分

102 出打刻 退出

103 外出

112 残業

114 日替退

121 外出1

123 外出2

125 外出3

127 外出4

129 外出5

131 外出6

201～299 事由 事由1～99
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テレタイムD‘COM対応タイムレコーダー

※Z-Ub対応

1 テレタイムZシリーズ

2 テレタイムeZ

3 テレタイムＣ

5 テレタイムe

6 テレタイムe:s

7 Zaion’nex

4 テレタイムXシリーズ
※X-UbX・X-UbH・X-UbS対応

※上記のタイムレコーダー以外及び、クラウドタイムレコーダー・クロッシオン連動タイムレコー
ダーも、テレタイムD’COMと通信できません。
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テレタイムD‘COM機能一覧

1 バックアップ・リストア機能

2 個人マスタインポート・エクスポート機能
※ファイル名 ： kojin.txt

3 接続先・接続先分類・弁当 設定機能

4 勤務区分・勤務区分分類 登録・設定機能

5 事由・事由分類 登録・設定機能

6 自動通信機能

7 通信・操作履歴 確認機能
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各種画面紹介 ファイルメニュー

ファイルメニューからは、自動通信・バックアップ/リストア・インポート/エクスポート

などの設定を行うことが可能です。

メニュー画面 詳細画面

テレタイムD’COM ファイルメニュー
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各種画面紹介 設定メニュー

設定メニューからは、接続先・接続先分類・通信機種・弁当・グループ設定などの設

定を行うことが可能です。

テレタイムD’COM 設定メニュー

メニュー画面 詳細画面



手動 出力設定
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テレタイムD’COM ファイル出力画面

通信データ出力関連参考

手動 出力設定手動 自動

1

2

3

1 2

3

4

5

自動出力の出力先の設定は、自動通信の出力設定タブで
行います。

テレタイム通信ソフトと
同じ形式で出力可能
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各種画面紹介 勤務体系メニュー

勤務体系メニューからは、勤務区分の登録・勤務区分分類の設定・事由の設定・

事由分類の設定を行うことが可能です。

メニュー画面 詳細画面

テレタイムD’COM 勤務体系メニュー
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各種画面紹介 社員メニュー

社員メニューからは、個人データの登録・個人データの一覧入力・社員コードの

変更の設定を行うことが可能です。

メニュー画面 詳細画面

テレタイムD’COM 社員メニュー

1

1
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各種画面紹介 ツールメニュー

ツールメニューからは、システム設定（ログイン設定・ライセンス情報等）を行うこと

が可能です。

メニュー画面 詳細画面

テレタイムD’COM ツールメニュー
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テレタイムD‘COM ご提供価格

50人制限 100人制限 300人制限 500人制限 1,000人制限 2,000人制限

ライセンス費用 ¥140,000 ¥160,000 ¥220,000 ¥280,000 ¥440,000 ¥670,000

年間保守費用
（ライセンス費用×10%）

¥14,000 ¥16,000 ¥22,000 ¥28,000 ¥44,000 ¥67,000

※テレタイムD’COMだけでは動作しません。別途テレタイムの購入が必要です。

（税別）



P- 16

テレタイムD’COM 注意点

1. テレタイム通信ソフトのデータコンバート不可

2. サーバー運用可能
※ただし、複数クライアントPC運用は不可

3. 通信可能タイムレコレーダーは、 テレタイムZ eZ C X e e:s

4. 人数制限の上限は、2,000人制限

5. 2,000人制限でのご利用も、SQLは、テレタイムD’COMにバンドル

されているSQLで動作可能

6. 同一PC内に、テレタイム通信ソフトとテレタイムD’COMの共存可能


